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冒険遊び場の プレー リーダ尸 の 関与志向性と子 どもの遊びとの 関係性
〜プ レーリ

ーダーの 関与志向性 と 子 ど もの 遊びと の 相互 関連性 に 着目 して N

　　O 石井
．
正邦

（兵庫教育大学大学院）

　嶋崎　博嗣

（兵庫教育大学）

【問 題と
．
目的】

　 近年、
．
幼少年期子 ど もの 遊びを俣障するこ と の 重要性

が 指摘 されて い る。こ の よ うな状況の 中、「冒険遊 び堝」

で1ま、大人が 「プ レーリーダー1 とい う立場 で遊 びを鱆

助して い る。それ ぞれ の 遊び場 で 多種多様 な活動を展 開

して い る が、各 所 僧 分 のだ 齶 でβ毎 ’蹴 1 とい う理

念を掲げ、子 どもが 自らの 意志 で 存分に遊びを展開出来

るよ うに 環境設 定 を行 っ て い る。また、大人は子 どもが

低 年齢 で ある ほ ど過度 に 関与 して しまい がちで あるが 、

冒険遊 び場 で は大人 が必要 以 上 に 遊び に 介入 しない と

い う姿勢を重視 して い る。さらに、保護者 や地域の大人

に も．子 どもの 遊びに つ い ての 理解 を促す取 り組み を行

っ て い る 。

　 以上 の よ うな冒険遊 び場は、2002年度か らの 完全学校

週 5 日制 導入 後の 地 域 社 会 にお け る子 どもの 受 け皿 とし

て、さらに は、日常生活 に おい て 出来に くくな っ た多様

な遊 び を保障す る 場と し ての 機能 を果た す こ とが 期待

され て い る。

　本研 究で は、プ レーリ
ーダーの 関わ り方が、冒険遊び

場の 子 どもの 遊びに どの よ うに反 映す るか に つ い て、そ

の 相互関運性 を検肘す る。具体的 に ぱ、プ レ ーリ
ー

ダ
ー

が子 どもの 遊びの 現状 を どの よ うに 認識 して い る の か、

また、子 どもの 遊 びに 対 して どの よ うな開与志 向性 （ど

の よ うな 援助 を意 臓 し つ つ 子 ど もの 遊 び に対 峙 す る の

か とい う 「大 人が子 ど もの遊 び に 関与 （援 助）する瞭の 意

職」 ）を有 して い るのか 、さら にそれ が子 ど もの 遊 びの

姿勢や 展開状況に どの よ うに反 映す るの か に つ い て、相

互の 関運 性を明 らか に す る こ とで あ る。

【方 法 】

豐

　全国 133箇所の 冒険遊 び場の ブ レーレーダーを対 象 に

調 査 を爽施 した。回収 に応 じて くれ た 冒 険遊 び場 は 67

箇 所で あ り全 体の 50．3％で あ っ た。
．
な お、質問 紙 は 788

部配 布 した う ち．229部 回収 した。

聾

　2003 年 4 月 7 日 （月）〜4 月 25 日 （金）。

攤

　調査は質問紙法 を用 い て行 つ た。NPO 法人 「日本冒険

遊 び場づ 〈り協会jに 調査の 依頼を行い 、 承諾を得た 後、

各 冒険遊 び場の 代衷者宛て に 質問紙 を郵送 した。そ して

回答後、回 答者全員分の 賈問紙 を一括して 返 送す る よ う

依頼 した 。 なお、質問紙は 全て 無記名 自記式 と した 。

p m
  子 どもの 遊び に対 する現 状認識 につ い て

　先行研究な どを参考 に、今 日問題視 され て い る子 ども

の 遊びの 現状に 関す る合計 15項 目の 尺度 を作成 した。

　 質問項 目は、「遊 び意 欲亅、「遊 び環境 」、厂遊 び集 団」

の 3 つ の 側面か ら内容を構成 した。そ して 、「大い に そ

う愍 じる」、「そ う感じ る」、「あまりそ う感じない 亅、「そ

う感 じない 」 の 4 段階評 定 （4配1点）で 回答 を求め た。

  関与志向性に っ いて

　先行研究 な どを参考に．大人 （本研究 では プ レーリー

ダー）が子 どもの 遊 びを支 援・援助 す る瞭 の 視 点に 関す

る合計 25項 目の 尺度 を作 成 した 。

　 質問項 目は、「社 会性 の 発達」、「環境構成 ・整備 亅、「主

体性の 尊璽」、「遊 びの 発展 」、「遊 び集 団の 拡大 」 の 5 つ

の 側 面か ら内容 を構 成 した。そ して 、「大 い に 当て は ま

る亅、「当て は まる」、「どち ら で もない 」、「あま り当て は

ま らな い 亅、「当 て は ま らな い 」 の 5段 階 胛 定 〔5〜1点 〉

で 回 答を求めた。

  子 どもの 遊 びの 様子 （積 極的姿 勢）に つ い て

　先 行 研 究 などを参考に 、冒険遊 び場に お け る子 どもの

避 ぴの 様子 （積極的姿勢）に 闘 する合計 16 項 目の 尺度 を

作成 し た。

　質問項 昌は、「遊 びの 多様性 1．「仲 間 との 交 流」、「遊

びの 情報伝達」、「遊びの 方法選択 」 の 4 つ の 側面か ら内

容 を構成 した。そ して 「大い に 当て はま る1、「当て はま

る1．「少 し 当て はま る」、「当 ては ま らない 」 の 4段 階評

定 （4〜1点）で 回 箸を求め た。

　な お、本 研究で 用い た尺 度の 因子分析 およ び信頼性分

析の 結果は、以 下 の 通 りで あ る。

一
遊 びに対す る現 状認織 　 11　 4．439　 49．983（3）
　　関与志向性　　　19　 6．420　 55．159（5）
子どもの遊びの様子　 15　 6AlO　 53．501（4）

O．8500
．8800
，890

（Varimax　によ　回
一
）
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【結果と考察】
” ．

　　 ．．

　図1は、  〜  の 尺 度全体め相関 会析結果 と下 位 良度
　　　　　　　 ’　　　
間の 相互 開連性 を示 した もめで ある。以 下 の 考察は、そ

れに墓つい て行 っ た。
．

1． ぴに

’
　る 　 職 と 与志向性 との 互 連

相 ：互 関連性全体図

　プ レ 白
’
IJ一ダーの 遊 びに 対

．
す る現状 認繼 と 関与志 向

性 との 相 互関連性 を検 討す るため、相
．
関分析 を行 い、

Peersenの 積率相関係数 を算出 した。

　その 結果、図 1に 示 したよ うに、プ レ
ーリ」 ダ ー の 遊

びに 対す る現状箆職 と関与志向性 との 間、および、下位

尺 度間に は有意な相関 が認められた。
』．

　以上 の こ とか ら、子 どもの 遊びφ現状を否 定的に認織

して い る プレ
ー

リ
ーダーは、子どもの遊 びに関与 しよう

とする 意 識 が高 い こ とが明 らか に な っ た。また、下位尺

度間に 着目する と、プ レ ー
り
一ダーは遊 びの 環境 の 構成

や整備に力 を入れ、子 ども同士の 相互交流 を活性化 させ

るよ うな関与を志向 して い る こ とが明 らか に な っ た。

2．　 志 　と子 ど も の 遊 び の 子 　 的 勢 ）と の

盤

　 プ レーリーダーの 関与志向性と子 どもの 遊 びの 様子

C，積桎 的姿勢）と の相互 関 連性 を検 討 す る ため 、相関 分 析

、を行 い、Pearsonの 積率相関係数を算出 した。

　 その結 果、図 1 に示 した ように 、ブ レーリ
ーダーの 関

与志 向性と子 ど もの 遊び の 樺子 （積極 的姿勢 ｝との 間、お

よび．下 位尺度間 には有意 な相関が認 め られ た 。

　 以上 の よ うに 、プレ
ー

リーダーの 関与志向性の 高さは、

冒険遊 び場 で 子 どもが 積極 的 な 姿勢 で 遊 び を展 開 して

い るこ とに 関運が ある こ とが明 らかに な っ た。つ ま り、

プ レ
ー．1丿一ダーの 子 どもの 遊 びに 対す る閣与に は、子 ど

もの 遊び を活 蛇化 させ る可 能性が内 包 され r い るこ と

が推察 され る。

　 また、関与志向性の 中で も特に 、．子 どもの 主 体性を尊

雖 し ようとす る 「主体性 の 尊重」 が 遊びの 様子の 多様 な

側面に 相閧 を示 して お り、子 どもの 主体 性を尊重 する意

　　　　　　　　　
t ．　』　　　　　』　　　　

1
＊p〈0，0　　＊＊p〈0．0

識 が高 L｛プ レーリーダーが存在ず る冒険遊 び場 では、
’
子

どもがよ り 多様な遊 びを展開 し、
．
活発 に 仲間 と交流 しな

が ら遊んで い た り、遊び に関す る情報 を伝え合 6た りし

て い るこ とぷ明 らか になっ た。きらに、
’
遊びあ中で 方法

の 選択を活発 に行っ て 巨る こ
．
と が明らかに なっ た。

　【ま とめ】

　 本研究では．プ レーリ」 ダーめ関与 忘向性 とT ’
どもの

遊び との 相互関連性に 着 目 し‘ 検 肘 した』
．’

：

　 で は、冒険遊 び場 におい て 芋ど もの 遊 びの 姿勢や展 開

状 況の 多様 な側面 に 相関 が 紐 め られ た プ レーリL ダー

の 関与志向性で ある 「主体性の 尊 重亅 は、
．
現代社会 にお

い て 子 どもの 遊 び に 欠落 して い る何 を保障 し、提供 出来

るのであろ うか 。 それは、自立的な課題解決能 力を獲得

す る過程 の 提供 と、保障で あると考え られ る 6

　 現代 社会 に お い て 、子 ど もは樺 々 な 制 約 （公 共 の 遊 び

場の禁止 事項や 「3 間」 の 緕小 etc ）や企業に よ る一方的

な 商品 化 された遊具 の 提供に よ り、外部の 意 図に よ っ て

遊ば され て い ると曾 っ て も過 言 で はない 。それ に 対 し、

冒険遊 び場 に おい て 子 どもは、大人か ら干渉 はされ ない

が、遊 びを与 えられ る こ ともな い。また、子 どもは遊ぶ

上 での 危険 を回避 した り、失敗 した りとい う不快な体験

を自 ら引き受けるこ とも しな．けれ ばな らない 。その ため、

冒険遊 び場 にお いて 子 どもは、遊びの中で 衝突す る障壁

を自立的 に克服 して い くこ とが要求 され るの で ある。

　 以上の よ うに、ブ レ
ー

リ
ーダー

の 「主体性 の尊重」 を

志 向 した関与は、大人の 側か らの 過度の 遊びへ の 介入 を

回 避 し、日常生活で は 出来 に くくなっ た多様 な遊びや遊

．ぴに お ける試行錯誤、仲間 との 交流 の 保障 へ と繋 が っ た

もの と考 えられ る。そ して ．子 ど もが遊ぶ 上 で の 障魯が

存在す る現代 社 会 に お Liて 、プ レ
ー

リ
ーダーの 閣与 は、

　「自分 の 實任 で 自由に 遊ぶ」 とt｛う理念 を掲 げ、子 ども

の 遊びの 自申度 を最 大 限に 尊 重 した 冒険遊 び場とい う

塩の 特徴 と相 互 循環 的 に 子 どもの 自立 的な成 長に 寄与

して い る 実態が見出 された と言え よ う。
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